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も
ほ
ぼ
同
じ
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月
を
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だ
と
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う
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感
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量
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も
の
が
あ
り
ま
す
。
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々
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山
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頂
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ま
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、
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い
に
存
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す
。

平

成

十

三

年

春

八
雲
本
陣
記
念
財
団
理
事
長

木

幡

修

介



目

次

は
じ
め
に

春夏秋タζ木
幡
吹
月
・
藤
原
杏
池
両
先
生
遺
一
試

金

森

柑

子

先

生

近

詠

蒐
古
館

木
｜幡
山
〉仕

投
句
年
表

編
集
後
記

五五
四四

五



（木幡山荘薬師堂）



思

惟

仏

の

お

顔

欠

け

を

り

濃

山

吹

山

荘

の

闇

よ

り

出

で

し

黒

揚

蝶の
み

行

く

春

の

山

荘

に

あ

り

蚤

の

市

蚤

の

市

あ

れ

こ

れ

探

し

春

惜

し

む

大

蛇

巻

き

せ

る

藤

蔓

の

若

芽

か

な

黄

蝶

の

ひ

ら

り

ひ

ら

り

と

太

鼓

橋

山

荘

に

春

日

大

き

く

鳶

の

舞

ひ

衿

元

を

辛

夷

が

散

れ

り

車

椅

子

藤

の

花

風

に

逆

ら

ふ

こ

と

知

ら

ず

幾

世

代

な

が

め

で

き

た

り

泥

天

神

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

池

田

都

瑠

女

（

松

江

）

佐

藤

真

理

子

（

松

江

）

飯

田

き

み

え

福

田

は

る

え

中

村

梨

城

（

安

来

）

木

田

節

子

（

大

高

瀬

春

枝

（

出

原

ち
あ
き
（
出

庄

司

春

芳

青

木

紅

圭

（

斐

川

）
（
斐
川
）

（出

雲田雲雲

（宍

道）



玉
垣
の
い
さ
ぎ
よ
く
つ
づ
き
き
ん
ぼ
う
げ

今

年

竹

土

に

未

練

の

皮

落

ち

て

も
の
の
ふ
の
心
の
ご
と
く
っ
つ
じ
燃
ゆ

風

強

く

蝶

つ

ん

の

め

り

つ

つ

朔

て

り

落

椿

踏

ま

ね

ば

く

ぐ

れ

ぬ

門

く

ぐ

る

木

の

芽

風

入

れ

て

箸

割

る

そ

ば

処

春

龍

胆

踏

む

ま

じ

荘

の

径

ひ

ろ

ふ

不

老

門

潜

り

卯

月

の

池

め

ぐ

る

初

蝶

や

雛

を

越

し

て

荘

に

消

ゆ
d
b
り

モ

う

春

光

を

も

ろ

に

展

、

げ

て

錨

草

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

百
歳
庵

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

高

瀬

春

枝

（

出

玄

行

蔦

家

（

松

江

）

庄

司

春

芳

兼

折

風

外

（

松

江

）

武

永

江

郁

（

斐

川

）

田

中

八

千

恵

（

大

芦

田

荷

香

（

大

東

）

元

田

悦

子

（

広

島

）

糸

川

ふ

み

を

福

島

家

紋

子

歪E
コp ミ
） 

，－－、、
』ムー

アてえ

道）回

（
虫
ハ

道）

〆｛＼

pムー，
プミ

道）



森
出
、
、
つ

る

蝶

の

白

さ

と

軽

さ

か

な

陣

に

風

あ

り

落

椿

"'--

ば

そ

>-
'-

運

遺

作

展

見

て

春

惜

し

む

の

笹

垣

の

新

芽

生

き

生

き

不

老

門

庵

守

の

他

所

ゆ

き

言

葉

草

の

餅

古

池

に

お

た

ま

じ

ゃ

く

し

の

浮

き

沈

み

春

風

に

心

洗

わ

る

野

点

力、

な

走

り

根

を

足

裏

に

蝶

の

案

内

す

る

山

荘

日

照

雨

の

道

の

落

椿

"'--

陣

据

に

浮

く

と

き

椿

紅

濃

き

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

宮

本

照

枝

（

米

子

）

有

田

き

く

子

（

斐

JI! 

田

中

伸

緒

（ 
伊ム千

’ 
ノ＼

道）

倉

橋

静

枝

（

松

江

）

森

山

世

都

子

（

松

江

）

宇

佐

美

朝

土

（出

雲）

相

）！｜ 

昭

子

（
春
日
井
）

脇

谷

司

（

広

島

）

林

藻

花

（

湖

陵

）

江

本

黒

礁

（

松

江

）



旅

に

聞

く

出

雲

な

ま

り

や

吹

月

忌

春

雨

の

吹

月

堂

に

茶

を

習

ふ

の

ぞ

き

窓

あ

る

井

戸

蓋

や

落

椿

荘

遅

日

四

肢

投

げ

出

し

て

猫

眠

る

野

仏

の

苔

に

包

ま

れ

あ

た

L
A

か

し

春

思

や

枝

折

戸

き

し

み

客

招

ず

露

座

仏

の

の

っ

ぺ

ら

ぼ

う

や

山

笑

ふ

落

椿

ま

た

新

し

き

落

椿

茶

事

す

.',.. 

む

吸

光

庵

の

春

灯

春

時

雨

吊

り

行

灯

の

灯

も

淡

く

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

斉

藤

啓

治

古
同

木

円
H
U
F

王小・

松

田

愛

子

（

出

神

田

夢

城

（

平

R:9 

隅

（ 

トL→

ノ＼

道）
告
宵
）

田

金

山

栄

子

（

松

江

）

渡

部

鯨

舟

（

松

江

）

布

施

里

詩

（

斐

）｜！ 

土

江

江

流

（

松

江

）

原

黙

耕

（

斐

富

田

き

よ

し

）｜｜ 

斐

）｜｜ 



春

日

さ

す

文

政

の

代

の

不

動

尊

片

の

雲

を

映

し

て

池

温

む

ど

う

た

く

銅

鐸

に

欠

け

し

邪

視

文

春

深

し

吹

月

堂

思

わ

ぬ

雪

と

な

り

に

け

り

連

題

や

吸

光

庵

を

明

る

う

す

陶

楊

に

色

弾

ま

せ

て

椿

落

イコ

一
人
来
て
木
の
芽
の
風
に
し
た
し
め
り

紅

梅

の

ほ

か

は

色

な

き

庶

勘

墓

金

髪

の

娘

も

侍

り

梅

の

寺

昼

す

ぎ

の

庵

の

静

け

さ

落

椿

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

菅
原
天
満
宮

正玉
屋
寺

木
幡
山
荘

江

角

米

子

（

斐

原

菊

枝

（

斐

有

田

き

く

子

（

斐

山

草

雨

（

平

口

坪

内

寂

山

美
柑
み
つ
は
る

｝｜｜ ）｜｜ JII 田）

（加

千
町
内
）

（
西
伯
）

金

問

美

智

江

（

松

江

）

矢

田

笈

甲

子

原

ち
あ
き

神

谷

美

枝

子

（出

ヨ三子
コZ弐
） 

（
山
山

塁
間
）

（出

雪雲？
三Z弐
） 

互王



落

椿

よ

け

て

潜

り

ぬ

不

老

門

走

り

根

に

つ

ま

づ

き

や

す

し

落

椿

天

狗

面

掲

ぐ

大

土

間

吹

月

己ん山

嵐

去

り

J心

字

の

池

の

落

椿

萌

ゆ

る

も

の

萌

え

て

吹

月

忌

な

り

け

り

目

の

前

に

落

ち

し

ば

か

り

の

椿

か

な

ひ
び

か

ん

ば

せ

に

由

々

し

き

解

や

享

保

雛

春

愁

や

父

の

お

も

か

げ

泥

天

神

古

書

珍

器

春

気

溢

る

る

蒐

古

館

天

を

支

え

て

銀

杏

芽

吹

き

け

り

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

八
雲
本
陣

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

蒐
古
館

蒐
古
館

木
幡
山
荘

四

方

田

良

枝

塩

野

邦

江

（

大

東

）

経

種

美

恵

子

（

大

東

）

田

中

伸

緒

木

幡

花

人

（

斐

武

永

江

郁

（

斐

久

屋

秋

（

出

錦

織

玲

子

（

斐

安

田

菜

ぷ乙ふ

ヨ司

大

沢

？マ

（出

~ 
コ三ミ
＼｝／  

（ 

ト L一． 
ノ＼

道））｜｜ JI I ヨ三子
7 ヨミ
） 

｝｜｜ 

（ 
ι 
'__L 

ノ、、

道）

（出

主E
Zミ
） 



浮

世

絵

に

父

あ

り

し

頃

吹

月

忌

斗L

り

山

笑

ふ〉

つ

石

や

座

る

石

あ

っ
く
し

知
ら
ず
踏
む
士
筆
に
声
を
か
け
し
こ
と

母

親

と

手

話

で

話

す

子

つ

く

づ

く

し

も
の
の
芽
の
き
ら
め
き
初
め
て
楊
七
つ

山

荘

の

池

に

名

画

の

春

も

え

る

古

道

の

み

や

ま

か

た

ば

み

踏

み

通

る

ひ
と
と
き
の
心
や
す
ま
る
ふ
き
の
と
う

月

の

水

の

匂

ひ

や

吹

月

己ん山

枯

梢

薄

日

刻

み

て

も

ら

し

け

り

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
舘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

安

食

久

代

（

松

江

）

富

岡

幸

子

（

斐

江

本

黒

礁

（

松

江

）

安

部

弘

範

（

松

江

）

古
同

橋

セ
キ
子
（
斐

宇
佐
美

晶

子

中

村

す

み

子

（

大

佐

藤

文

子

~土~

邑

間

秋

美

（

斐

川

）

村

み

ず

え

）｜｜ J 11 

（出

壁
同
）

田

（出

主E
;,cミ
） 

（斐

！！｜ 

イ三



椿

つ

心

字

の

池

に

浮

び

け

り

日艮

つ

に

雅

び

し

性

や

享

保

雛

防

慨

に

水

音

か

そ

け

し

落

椿

名

木

も

老

、
I
U
 

て

山

荘

春

浅

し

万

本

の

笹

に

ふ

ん

わ

り

春

の

雪

木

も

れ

日

の

山

道

う

れ

し

落

椿

山

城

の

尾

根

ゆ

る

や

か

に

春

の

雨

連

山

の

添

寝

の

如

く

春

の

湖

十

二

神

将

力

み

て

在

す

地

虫

出

づ

幾
代
、

A

の

も

の

み

な

寂

と

吹

月

忌

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
｜幡
山
:t:fご

木
幡
山
壮

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

宍
道
町

宍
道
湖

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

f¥. 

和

田

亮

介

（

大

阪

）

南

紫

香

（

斐

｝｜｜ 

τ土士ご
p 

間

荷

香

（

大

東

）

矢

野

吐

翠

田

中

紀

代

香

（ 

とど
ノ＼

道）

（ 

G:: 
ノ、

道）

深

野

加

津

子

（

松

江

）

本

常

信

代

岡

本

種

子

（ 
山

コーノ、、

道）

（ 
トよ一． 
ノ、、

道）

森

山

暢

子

（

松

江

）

江

角

米

子

（

斐

JI I 



幡

市

り

を

聞

く

補

聴

器

の

耳

傾

げ

守ノ、、

停

に

女

人

の

梅

の

里

ス

山

荘

の

走

り

根

太

し

鳥

交

る

噌

り

を

そ

ぴ

ら

に

聞

く

や

心

字

池

堤

土

手

孫

の

土

産

に

土

筆

子〉

む

春

愁

や

破

璃

の

中

な

る

琴

の

爪

尺

八

の

色

ほ

の

か

に

春

館

こまι
日

吹

月

堂

お

ぼ

ろ

に

昼

の

灯

か

な

ゆ

く

春

の

淡

き

影

添

ふ

古

一

フ

ン

フ

岩

不

動

満

山

の

樹

春

の

-=±:.--

戸

々

木
幡
山
荘

菅
原
天
満
宮

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

蒐
古
館

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

林

藻

花

（

湖

陵

）

曽

田

曽

田

伊

藤

英

子

太

田

小

林

梨

花

（

平

錦

織

和

子
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野

チ

エ
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（

大
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）
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水

底

の

数

珠

子

も

つ

れ

て

い

た

り

け

り

春

寒

し

番

茶

を

ど

う

ぞ

の

旗

を

吊

り

醐

叫

の

紐

市

に

絡

み

埋

れ

草

芽

吹

か

ん

と

古

木

凄

と

し

庭

を

占

む

案

内

の

立

札

の

字

も

似

て

吹

月

忌

庭

掃

け

ば

影

に

も

ぽ

つ

り

木

の

芽

張

る

吹

月

忌

に

落

ち

し

椿

を

踏

み

ま

じ

く

山

の

香

に

し

ば

し

ひ

た

れ

り

吹

月

忌

椿

落

つ

寂

け

さ

を

も

て

忌

を

修

す

本

陣

の

和

土

に

及

ぶ

彼

岸

冷

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
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荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
｜｜啓
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荘

八
雲
本
陣

米

井

た

け

し

山

崎

朝

子

（

平

野

津

節

（

松

江

）

上

代

藤

江

（

大

東

）

清

水

秀
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世

変

り

を

見

詰

め

る

眼

御

殿

雛

石

橋

の

反

り

柔

ら

か

し

春

の

荘

五

風

十

雨

梅

の

蓄

に

と

ど

こ

iま

る

門

前

に

手

作

り

豆

腐

水

温

む

菅

公

の

生

ま

れ

し

里

に

東

風

や

さ

し

吹

月

翁

偲

ぶ

筆

跡

梅

の

宮

仏

彫

る

野

積

の

石

に

芽

木

の

雨

梅

真

白

菅

原

観

ミヨ三

日

金

色

に

草
食
穴
を
出
づ

こ

ろ

こ

ろ

と

御

神

水

巣

作

り

の

鳥

の

影

さ

す

産

湯

の

井

八
雲
本
陣

木
I幡
山
荘

菅
原
梅
の
木
教
会

菅
原
天
満
宮

菅
原
天
満
宮

官
原
梅
の
木
教
会

菅
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天
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宮

菅
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梅
の
木
教
会

菅
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天
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宮

菅
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悔
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田

み
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ほ
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野
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よ

子
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社

日

肥

積

み

て

匂

墨

の

香

の

満

つ

＂＇、

り

納

屋

の

闇

書

道

塾

梅

白

し

菅
原
天
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菅
原
梅
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鮮

の

堂

十

二

神

将

欠

け

て

ゐ

ず

夏

椿

落

花

の

沈

む

砂

紋

ヵ、

な

ま

く

な

ぎ

を

は

ら

ひ

吹

月

堂

に

入

る

竹

林

を

裂

き

て

諜

布

の

音

高

し

睡

蓮

の

百

花

を

咲

か

せ

心

字

池

さ
t
A

く

れ

し

虚

無

僧

天

蓋

風

入

る

る

ふ

ろ

う

も

ん

不

老

門

く

父

る

歩

に

え

ご

の

花

今

日

一

会

あ

や

め

の

苑

の

茶

席

か

な

神

将

の

足

踏

ん

ば

れ

る

青

嵐

野

仏

の

半

眼

や

さ

し

青

葉

風

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
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荘
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荘
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荘
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荘
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荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

堀

江
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子

（
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野
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万

緑

に

沈

む

庵

暗

カミ

ら

ず

船

徳

利

で

ん

と

座

れ

る

梅

雨

館

山

荘

の

枚

岩

に

風

薫

る

ほ
て
い
あ
お
ひ
う
す
む
ら
さ
き
の
風
生
め
り

弥

陀

の

手

に

ひ

し

と

鎚

り

て

蝉

の

殻

石

橋

の

下

に

も

睡

蓮

一

花

あ

ぐ

も
の
t
A

け

の

か

す

か

な

気

配

夏

木

立

板

橋

を

潜

り

ぬ

け

つ

L
A

糸

と

ん

ぼ

な

ん

と

な

く

荘

に

遊

び

て

道

を

し

え

山

荘

の

使

わ

ず

の

井

戸

い

も

り

浮

く

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
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荘
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芽

木

の

影

水

面

に

淡

し

吹

月

忌

憾

の

水

う

ご

く

落

葉

の

あ

り

に

け

り

百

千

鳥

聞

こ

ゆ

る

方

へ

歩

を

運

ぶ

木

も

れ

日

に

亀

甲

羅

干

す

山

の

池

煙

草

盆

ひ

き

ょ

せ

座

る

椎

若

葉

山

荘

に

風

の

み

ち

あ

り

夏

木

立

夏

草

や

庵

に

置

か

れ

し

草

刈

機

憾

。

慨

に

無

作

為

の

色

や

額

の

花

い
ん
し
よ
う

隠

沼

を

安

住

の

地

と

し

あ

め

ん

ぼ

う

山

荘

の

緑

亡

妻

の

夢

を

抱

く

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
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山
荘

木
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荘

木
幡
山
荘

木
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荘

栗

原

稜

歩

（

大

東

）

土

橋
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花
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出
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雲
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胸

の

悔

い

い

つ

か

消

え

ゆ

く

若

葉

風

若

葉

雨

静

か

に

人

を

行

た

し

む

る

山

荘

を

包

む

緑

の

風

や

さ

し

さ

み

ど

り

の

色

も

つ

風

や

蒐

古

館

蚊

遣

香

燃

え

尽

き

残

る

渦

白

し

絵

手

紙

に

訂

正

お

か

し

夏

館

毒

舌

も

今

は

な

つ

か

し

風

薫

る

風

音

の

届

か

ぬ

池

や

水

す

ま

し
か

ん

ろ

も

く

ふ

る

さ

と

の

味

ま

ろ

や

か

に

甘

露

竹

吹

月

堂

木

陰

も

涼

し

甘

露

竹

木
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荘

木
幡
山
荘
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荘
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）
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ひ

し

ひ

し

と

万

緑

水

を

暗

う

し

ぬ

梅

雨

晴

間

出

雲

弁

で

説

く

お

か

め

笹

干
－
守
り

蚊

遣

焚

く

縁

に

明

治

の

煙

草

盆

山

荘

や

山

気

襲

ひ

ぬ

夏

座

敷

若

葉

風

ち

ら

ち

ら

み

ゆ

る

野

点

傘

ぬ
れ
え
ん

濡

縁

に

ポ

ッ

ト

置

か

れ

て

薄

暑

か

な

開

け

放

つ

堂

縁

日

が

な

蝉

し

ぐ

れ

政

久

の

遺

愛

の

笛

や

お

風

入

れ

石

に

彫

る

鬼

も

仏

や

夏

落

葉

ち

ょ

う

じ

ゅ

せ

ん

長

寿

泉

蓋

に

こ

ぼ

れ

し

え

ご

の

花

木
幡
山
荘
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荘
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薬

師

堂

水

絶

え

ぬ

木

下

闇

コ圭二
日

あ

お

ぎ

り

障

開

に

梧

桐

の

影

余

り

け

り

池

の

や

や

暗

き

を

好

み

水

馬

睡

蓮

の

聞

き

き

イコ

た

る

波

在

ら

ず

荘

守

の

や

さ

し

き

笑

顔

若

葉

風

管

弦

の

テ

プ

を

流

し

風

薫

る

陣

の

風

に

若

葉

の

裏

表

狐

の

提

灯

咲

い

て

こ

れ

よ

り

薬

師

堂

青

嵐

茶

掛

け

の

軸

を

揺

ら

し

け

り

涼

風

に

昼

を

灯

し

て

吹

月

堂

木
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荘

木
幡
山
荘
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荘
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荘
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道）



伸

び

や

か

な

木

々

の

若

葉

に

帽

子

脱

ぐ

滝

飛

沫

岩

盤

に

風

生

ま

れ

け

り

僧

の

妻

か

く

し

化

粧

に

夏

の

萩

地

獄

絵

図

見

て

花

沙

羅

に

洗

心

す

瀧

涼

し

あ

た

り

の

草

木

ゆ

れ

ど

ほ

し

戦

国

の

哀

話

持

つ

袈

裟

風

入

る

る

風

入

れ

や

九

条

大

袈

裟

燦

然

と

梅

雨

闇

の

隅

院

み

毘

沙

門

天

神

蹟

胸

突

坂

や

道

を

し

~ 

~ 

風

土

記

野

の

宮

跡

へ

続

く

夏

帽

子

木
幡
山
荘

岩
屋
寺

岩
屋
寺

岩
屋
寺

岩
屋
寺

豊
龍
寺

豊
龍
寺

豊
龍
寺

女
夫
岩
遺
跡

女
夫
岩
遺
跡

秀

衡

秀

子

（

安

来

）

井

筒

生

子

（

松

江

）

佐

藤

久

代

（出

雪量
三μミ
） 

須

崎

保

子

（

松

江

）

生

西

明

子

（

米

子

）

矢

野

き

よ

子

（

松

江

）

安

達

恵

美

子

（

松

江

）

代

吐

亭

佐

藤

や

え

子

（

出

渡

部

回
目

石

（平

田雲）

（出

ヨ三子
三戸弐
） 

プu



猪
山
石
に
差
す
う
っ

し

世

の

新

樹

光

蝉

の

声

こ

も

れ

日

の

ご

と

降

り

に

け

り

山

荘

の

藤

棚

下

に

昼

弁

当

蝉

し

ぐ

れ

吹

月

堂

の

木

の

間

風

行

く

夏

を

惜

し

み

山

荘

蝉

鳴

け

り

野

点

傘

う

つ

れ

る

水

に

あ

め

ん

ぼ

う

藤

蔭

の

池

に

細

波

起

ち

易

し

山

荘

の

雨

意

の

深

き

に

ひ

つ

じ

草

山

荘

の

縁

の

円

座

や

梅

雨

じ

め

り

池

に

写

る

ゲB
二E

に

遊

べ

り

水

馬

女
夫
岩
遺
跡

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

くコ

石

飛

明

子

（

大

社

）

石

橋

優

明

（

大

阪

）

杉

原

美

代

子

（ 
山
'_L 

ノ＼

道）

泉

ヤ

エ

子

（

湖

陵

）

石

田

礼

子

（
三
万
屋
）

安

達

波

外

（

松

江

）

内

田

芝

石

（

米

子

）

門

脇

由

女

子

（

松

江

）

大

野

桂

子

（

松

江

）

室

崎

和

子

（

松

江

）



飽

る

瓢

斎

展

や

荘

涼

し

か

ず

見

山

荘

に

汲

む

は

ね

つ

る

ベ

音

涼

し

梅

雨

明

け

て

荘

を

賑

わ

す

写

生

の

子

浄

土

と

も

思

""' 
る

山

荘

蝉

時

雨

不

老

門

わ

れ

を

誘

ふ

蝉

時

雨

不

老

門

く

ぐ

り

て

よ

り

の

蝉

時

雨

み

せ

か

け

で

終

わ

る

雷

雲

吹

月

堂

青

蔦

の

袈

裟

が

け

絡

む

露

座

仏

十

薬

の

た

け

て

小

さ

く

布

袋

仏

風

流

を

肌

で

知

ろ

う

と

蚊

に

喰

わ

れ

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
！播
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

佐

藤

愛

子

（

大

東

）

藤

原

信

孝

（

木

次

）

高

木

朝

津

文

子

来日

道）

（ 

とど
ノ＼

（出

雲（）

秀

衡

秀

子

（

安

来

）

中

ill 

和

子

曲
日

白

浜

田

主全コ

よ主

（ 

づゴ
ノ＼

道）

藤

原

秋

嶺

（

木

次

）

森

田

迦
宮

め

ぐ

み にコ
巴

（
松
江
）

（
甘
木
）



蝉

時

雨

四

百

年

を

鳴

き

継

げ

る

出

雲

路

に

時

み

つ

け

た

り

梅

雨

の

庵

蒐

士

口

館

母

を

し

の

ん

で

蝉

時

雨

新

し

き

匂

ひ

の

あ

り

ぬ

夏

の

萩

人

語

な

き

山

荘

睡

蓮

名

残

り

咲

く

野

立

傘

抱

く

カ1

子、、
」ー

と

く

夏

楓

あ

め

ん

ぼ

う

恋

の

ト

ラ

ブ

ル

水

輪

乱

れ

時

々

は

風

に

た

だ

よ

ふ

水

馬

百

年

を

巻

く

藤

づ

る

に

蝉

時

雨

蝉

し

ぐ

れ

庭

掃

く

人

と

共

に

あ

り

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

佐

藤

愛

子

（

大

東

）

大

多

和

俊

行

（

東

ιL, 

弓=i

田

圭

子

（

瑞

穂

）

玉

嶺

（

米

子

）

南

紫

香

（

斐

江

角

米

子

（

斐

松

尾

勝

子

浦

真

実

子

野

尻

定

亨

水

上

洋

子

（

広

島

）

十
口
小
）

JI I ）｜｜ 

米

子

浜

回

（豊

中



蝉

暗

山

荘

幽

を

深

め

け

り

し、

て

山

荘

の

主

の

留

守

の

蝉

時

雨

煙

草

盆

置

か

れ

て

涼

し

吸

光

庵

胎

の

子

も

聴

き

寝

入

り

け

り

蝉

時

雨

山

荘

に

薮

蚊

打

ち

た

る

音

消

ゆ

る

花

終

へ

し

藤

は

天

よ

り

蔓

下

ろ

す

ほ
う
き世

帯

目

に

靴

痕

深

く

梅

雨

し

と

ど

梅

雨

雲

を

払

ふ

山

路

の

不

動

尊

き
み
と
来
て
六
十
路
の
恋
や
せ
み
し
ぐ
れ

こ

こ

だ

け

は

縁

の

涼

し

さ

吹

月

堂

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

江

本

黒

礁

（

松

江

）

、卓
3墨

山

丁

字

（

松

江

）

庄

司

春

芳

〆戸『、
pムー・

－ 
f、、

道）

老

松

美

由

紀

（

米

子

）

池

田

功

子

（

斐

川

）

保

科

美

代

子

（

斐

川

）

星

野

弘

子

（

斐

川

）

一

加

茂

勝

蜂

（

斐

川

）

美

月

波

利

宝

（

松

江

）

田

中

由

紀

子

（

浜

田



蚊

取

香

た

山

荘

客

を

待

し、

「〉

て

鯖

蛤

の

群

れ

て

人

無

き

野

立

傘

夏

落

葉

し

て

山

荘

の

池

深

め

ト

カ

ゲ

見

て

落

ち

つ

く

心

乱

れ

け

り

山

荘

の

蚊

に

き

さ

れ

た

る

茶

席

か

な

湖

抱

く

わ

が

故

里

に

夏

来

た

る

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

宍
道
町

田

中

静

寵

（

浜

飯

田

き

み

え

岡

野

龍

味

智

子

（

大

斉

藤

白

雨

永

瀬

ま

り

甫

（

出
IZE 

田

（
斐
川
）雲田隅

（生ハ

道）



くつ｛まとけ

（木幡山荘・窟仏）



八

月

の

色

に

変

わ

り

し

荘

の

木

々

野

仏

の

頭

を

撫

で

て

ね

こ

じ

ゃ

ら

し

野

点

傘

に

膝

寄

せ

合

ひ

て

紅

葉

冷

頬

染

め

て

崖

の

紅

葉

を

仰

ぎ

見

る

散

策

の

う

ち

に

日

暮

れ

し

秋

の

園

撃

跡

の

本
不

落

に

深

し

草

紅

葉

菊

薫

る

吸

光

庵

の

昼

灯

山

荘

の

閉

ま

り

て

よ

り

の

虫

時

雨

文

字

浮

き

し

荘

の

由

来

記

秋

深

む

久

々

に

訪

ふ

山

荘

の

秋

深

し

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

山

本

勲

（ 

d::: 
ノ＼

道）

片

寄

春

浪

（

松

江

）

原

邦

子

（

松

江

）

村

武

子

（

松

江

）

金

岡

美

智

江

（

松

江

）

富

田

き

よ

し

坪

内

寂

山

糸

川

ふ

み

を

小

林

湖

村

高

木

草

央

斐加

荒
川
）

（ 

竺とノ、

道）

（ 
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道）

加

茂

ヨ玉



露

座

仏

の

膝

に

溜

り

し

木

の

実

か

な

山

荘

の

縁

に

座

り

て

萩

を

見

る

宍

道

湖

の

秋

夕

焼

を

飛

機

昇

る

木

駅

の

香

に

服

や

吹

月

庵

小

鳥

来

る

本

陣

の

世

の

屋

敷

神

山

荘

や

肩

に

ふ

は

り

と

赤

と

ん

ぼ

と

ん

ぼ

飛

ぶ

熱

き

番

茶

を

縁

先

に

は

ね

釣

瓶

使

わ

ぬ

ま

ま

や

小

鳥

来

る

吹

月

堂

七

草

を

活

け

同

校

一

灯

す

山

荘

の

秋

の

日

の

さ

す

畳

か

な

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

宍
道
湖

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

水

邦

子

（

平

田

中

林

チ

エ

子

（

松

江

）

渡

部

鯨

舟

（

松

江

）

田

村

清

乃

（

松

江

）

山

本

ノ

ブ

子

（

松

江

）

山

田

幸

子

出

雲

寺

本

民

子

（

松

江

）

須

崎

保

子

（

松

江

）

浅

野

賀

子

（

松

江

）

栂

暁

子

（

松

江

）



返

り

咲

く

か

き

つ

の

露

や

四

つ

目

垣

山

荘

の

火

袋

白

し

法

師

蝉

山

荘

に

来

合

せ

拾

ふ

銀

杏

の

実

山

荘

の

臨

よ

り

紅

葉

始

ま

れ

り

山

荘

の

水

引

き

草

の

色

濃

ゆ

く

心

字

池

騎

蛤

水

面

を

は

な

れ

ざ

り

彼

を

待

つ

輪

挿

に
日
間
ヱ
珠
沙
華

秋

の

蝉

震

雨

の

山

に

絶

ゆ

る

な

し

山

荘

の

薬

師

""-

径

や

穴

惑

不

老

門

入

り

て

よ

り

の

秋

の

風

木
幡
山
荘

木
111蕗
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

矢

野

き

ょ

子

（

松

江

）

山

本

清

子

（

松

江

）

原

あ

や

子

（

松

江

）

原

千

恵

子

（

松

江

）

富

岡

木

実

子

陰

山

す

み

子

（

斐

主主三
円

木

紅

圭

（

斐

高

木

朱

星

（

松

江

）

布

施

里

詩

（

斐

伊

藤

麦

城

（

斐

（
東
出
雲
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不

老

門

く

ぐ

れ

ば

急

に

秋

の

士三＂＇

戸

秋

蝉

の

声

背

に

く

ぐ

る

不

老

門

男

郎

花

雲

の

流

れ

に

そ

う

て

ゆ

れ

法

師

蝉

三官
ココミ；

足

迅

き

庵

の

池

木

犀

の

香

に

誘

わ

れ

て

荘

に

入

る

荘

内

の

琴

の

コ主ニ
日

色

に

秋

時

雨

訪

れ

し

山

荘

早

も

薄

紅

葉

久

に

訪

ふ

雨

の

山

荘

薄

紅

葉

出

雲

路

に

古

り

た

る

庵

や

金

木

犀

金

色

の

家

紋

の

什

器

秋

灯

下

木
幡
山
荘

木
1）啓
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

土

江

義

雄

太

田

克

己

伊

藤

寿

美

恵

ノ「、
加

茂

／｛＼ 

& 
re司

松

（出

ヨ§＇っz三：L
'-._./ 

村

上

徹

（

隠

岐

）

渡

部

日
日

田

中

京

子

満

田

叔

子

平

足

敬

子

（

平

ム
j_L 

平

J 11 

成

夫 石

出

宝官
三Z弐
＼、ーノ

（ 
トよ→

ノ＼

道）田田

（
因
島
）

渡

部

鯨

舟

（

松

江

）



盆

帰

り

故

郷

の

静

け

さ

し

み

じ

み

と

蝉

時

雨

去

り

ゆ

く

秋

の

名

残

り

か

な

荘

の

道

風

を

通

し

て

萩

踊

る

陶

楊

や

し

ほ

か

ら

晴

齢

身

じ

ろ

が

ず

山

荘

に

厄

日

の

去

り

し

湖

明

り

山

荘

を

め

ぐ

り

て

共

に

秋

に

逢

ふ

虫

食

い

の

梧

桐

の

葉

は

散

り

か

ね

て

散

る

紅

葉

を

蒼

き

池

の

面

迎

え

た

り

秋

震

に

両

ひ

じ

を

張

る

池

楓

萩

そ

よ

ぐ

心

宇

の

池

や

落

葉

船

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
｜幡
山
荘

木
幡
山
荘

笠

井

弘

海

（

東

米

国

政

男

（

東

杉

井

き

み

え

尽
＼」ノ

十
日
小
）

（ 

づこ
ノ＼

道）

福

村

節

子

（

松

江

）

波

多

野

弘

秋

土

江

容

子

（

平

糸

賀

晋百

矢

萩

正

土

江

ひ

ろ

子

（

斐

福

島

家

紋

子
f走喜

（大

田回

（ 

tコz
ノ＼

道）

（
札
幌
）｝｜｜ 

r'-ヴ

プて

道）

プτ」



山

荘

に

動

く

も

の

な

く

秋

深

し

新

涼

や

石

紋

光

る

唐

硯

踏

み

し

め

る

歴

史

の

石

に

萩

こ

ぼ

る

法

師

蝉

け

ふ

は

木

梢

の

遠

く

な

り

山

荘

の

落

葉

し

ぐ

れ

を

浴

び

て

ゆ

く

毛t
せ
ん艶

に

客

待

ち

肯

干

の

古

川

1[) 

石

も

木

も

彫

れ

ば

仏

や

秋

の

風

紅

葉

冷

山

荘

の

庭

奥

知

れ

ず

山

荘

の

ひ

ね

も

す

一

人

落

葉

掻

花

石

蕗

や

こ

こ

に

も

小

さ

き

仏

在

す

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
上u
荘

木
｜｜幡

[J_[ 

荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

五

百

川

福

勇

富

岡

秋

美

（

斐

ζコ

（ 
トム←， 
ノ、

道））｜｜ 

宮

田

行

湖

（

松

江

）

山

本

神

田

夢

城

（

平
重苦］

（ 

とと
ノ＼

道）田

安

達

恵

美

子

（

松

江

）

士

江

江

流

（

松

江

）

由

木

み

の

る

（
米
子
）

佐

藤

夫

雨

子

（

米

子

）

橋

本

喜

美

西

郷



毒

茸

育

て

倒

木

生

き

て

を

り

山

荘

は

門

な

く

親

し

茶

の

咲

け

り

太

鼓

橋

影

を

落

と

し

て

池

澄

め

り

菊

咲

く

や

古

着

市

場

の

人

だ

か

り

あ
な
ま
と
い

穴

惑

見

て

句

心

の

逃

げ

に

け

り

吹

月

を

な

つ

か

し

む

か

に

小

鳥

来

る

け

ん

そ

う

木

の

実

落

つ

喧

喋

遠

し

長

者

庭

堂

縁

に

秋

日

集

ま

る

小

座

布

団

版

画

な

る

裸

婦

の

息

づ

く

秋

灯

下

二

時

を

指

す

明

治

の

時

計

秋

惜

し

む

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

長

谷

川

杜

人

（

安

来

）

木

幡

花

人

（

斐

木

田

節

ナ

青

木

敏

子

（

斐

川

）

原

久

南

（

安

来

）

岡

坂

あ

さ

の

須

田

愛

子

（

斐

大

西

枝
子

土

江

ひ

ろ

子

（

斐

古
同

橋

セ
キ
子
（
斐

）｜｜ 

（大

田

（
松
江
））｜｜ 

米

子JI I ）｜｜ 



山

荘

に

し

ば

し

の

秋

思

朱

傘

影

古

井

戸

へ

飛

石

七

つ

木

の

実

落

つ

笹

垣

の

こ

ぼ

さ

ぬ

も

の

に

露

の

玉

ぎ
ん
な
ん
の
落
ち
て
俗
世
と
な
り
に
け
り

明；

に

日

の

班

ゆ

る

る

長

柄

か

な

庵

の

裏

ち

ち

ろ

に

忌

一

の

閣

を

お

く

響

に

秋

灯

集

め

蒐

士

口

館

走

り

根

に

亦

も

顕

く

穴

ま

ど

て〉

虚

無

僧

図

画

人

も

故

人

秋

思

か

な

船

小

屋

に

柿

も

干

さ

れ

て

休

漁

日

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

蒐
古
館

士
ハ
官
坦

南

紫

香

（

斐

JI I 

小

田

香

柿

（

松

江

）

小

村

武

子

（

松

江

）

山

本

士

F' 

動

（ 
ム
コーノ＼

官
官
ヰ
）

田

荷

香

（

大

東

）

森

山

比

日

志

（
大
東
）

原

育

子

（

大

東

）

紫

崎

巳

千

子

（出

三E
三＝ミ
） 

太

田

路

子

（

松

江

）

富

田

き

よ

し

（
悲
文

JI I 



散

策

の

紅

葉

手

帳

に

莱

り

け

り

障

慌

を

洗

ふ

荘

守

秋

深

む

音
の
し
て
落
ち
し
木
の
実
の
見
当
た
ら
ず

1-W 

荘

』土

山

の

ポ

ケ

ッ

ト

木

の

実

降

る

秋

風

を

選

ん

で

歩

む

白

き

杖

や

が

て

地

に

還

る

華

や

ぎ

散

紅

葉

山

荘

を

町

の

顔

と

し

秋

惜

し

む

晴

れ

る

ら

し

銀

杏

黄

葉

の

明

る

さ

に

十

二

神

将

侍

る

御

堂

の

霧

傷

み

瑠

璃

堂

に

望

む

宍

道

湖

鴨

渡

る

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

宍
道
湖

金

岡

美

智

江

（

松

江

）

岡

本

誌

子

林

湖

村

山

崎

洋

子

杉

井

き

み

え

山

崎

君

枝

（

大

伊

藤

英

子

上

回

勉

（

松

江

）

（ 

とど
ノ＼

道）

（ 

とと
／＼  

道）

（大

田

（ 

ct'. ノ、

道）田

（ 
i一一』E一一唱惨

ノ＼

道）

士
口

岡

和

子

（

松

江

）

高

木

朱

星

（

松

江

）



木
の
実
落
つ
寿
像
向
き
合
ふ
こ
と
も
な
く

常

山

木

の

実

古

利

の

跡

の

薬

師

堂

山

荘

に

ひ

よ

ど

り

の

声

け

た

た

ま

し

鳶

の

笛

時

折

両

く

谷

紅

葉

花

石

蕗

へ

庭

下

駄

揃

へ

お

成

り

の

間

石

切

場

は

風

の

た

ま

り

場

紅

葉

舞

ふ

猪

追

ひ

し

神

の

宴

の

椎

拾

ふ

謎

深

き

石

宮

の

杜

薄

紅

葉

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

八
雲
本
陣

来

待

ス

ト

ン

石
宮
神
社

石
宮
神
社

小

林

湖

村

渡

部

日
Eヨ

出当
日

田

太

旧

江

女

佐

藤

や

え

子
石に士ブ

主ヨL

IZ9 

（ 

rム司
一」
ノ＼

道）

（出

雪吉
三Z三ミ
＼～ーノ

（ 
炉－＇－，
ー」
ノ＼

道）

（ 

Fよ←，

ーノ＼

道）

（出

三E
三Zエミ
） 

西

村

松

子

（

松

江

）

久

屋

安

田

菜

秋翁

（出

霊官
τZ弐
） 

（ 

←i一． 
ノ＼

道）



（吹月堂雪景色）



陶

楊

に

緑

蔭

の

冷

あ

り

に

け

り

山

荘

の

烏

語

こ

ぼ

る

t
A

青

木

の

実

溜

塗

ぞ
う

の

象

山

散

光

る

冬

灯

落

葉

焚

く

山

荘

守

の

黙

々

と

大

瞬

時

れ

寒土

鳩1

τまゴ

戸

の

薬

師

堂

の

辺

り

も

っ

と

も

鵬

高

音

冬

の

灯

に

時

代

を

語

り

漁

具

農

具

野

仏

に

足

を

止

め

れ

ば

笹

鳴

け

り

お

茶

室

の

柱

歪

や

白

障

子

縁

小

春

翁

が

遺

愛

の

煙

草

盆

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

古
同

木

朱

星

（

松

江

）

吉

田

」

叶
J

A
J小
l

r

事
1

ミ
サ
子

（
松
江
）

金

山

栄

子

（

松

江

）

池

田

都

瑠

女

（

松

江

）

渡

部

鯨

舟

（

松

江

）

圧

司

春

芳

原

黙

耕

（

斐

久

家

希

世

（

平

坂

口

恵

子

富

田

き

よ

し

（ 

竺と
ノ＼

道）J 11 回

d鳥

取

斐
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互ヨ己



山

荘

の

冬

に

は

冬

の

景

色

か

な

昼

灯

す

吹

月

堂

や

山

眠

る

タζ

番

山

荘

の

木

々

応

え

け

り

1最号

梅r
や

山

懐

に

風

絶

え

て

枇

杷

の

花

掲

げ

板

戸

の

御

手

洗

雲

に

入

る

ま

で

の

日

を

恋

ひ

帰

り

花

散

り

落

葉

乾

く

匂

ひ

の

山

日

和

大

粒

の

渡

来

の

清

の

数

珠

に

雪

寒

竹

の

子

に

吊

灯

龍

齢

ふ

か

む

堂

縁

に

心

あ

ず

け

る

小

~ 

／＼ 

月

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

4喬

栄

春

境

布

施

里

詩

（

斐

）｜｜ 

鷲

野

蘭

生

（

安

来

）

岡

崎

赤

花

（

松

江

）

糸

賀

白

汀

（

大

社

）

玉

嶺

（

米

子

）

山

内

真

砂

子

（

米

子

）

、土

］塁

所

る

り

実

（

松

江

）

安

達

波

外

（

松

江

）

富

岡

秋

美

（

斐

J 11 



落

葉

掻

く

今

年

の

心

洗

ひ

け

り

神

在

の

山

荘

に

見

る

ひ

ら

た

船

不

老

門

入

れ

ば

ち

ろ

ち

ろ

庭

焚

火
か

え

ん

ぶ

つ

折

か

ら

の

落

葉

時

雨

に

火

焔

僻

カ
メ
ラ
マ
ン
落
葉
を
浴
び
て
モ
デ
ル
追
ふ

落

葉

し

て

万

坪

の

荘

の

寂

返

り

咲

く

菖

蒲

椴

抄

を

解

く

ご

と

く

重

こ

そ

ふ

さ

は

し

荘

の

冬

椿

天

辺

に

街

~ 

し

て

冬

の

鵜

台、

童

子

仏

革

に

埋

れ

し

帰

り

花

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

福

島

家

紋

子

田

中

瓶

草

（

大

井

原

満

寿

洋

（

松

江

）

原

邦

子

（

松

江

）

田

中

伸

緒

佐

藤

や

え

子

（

出

石

飛

明

子

（

大

社

）

山

口

草

雨

（

平

青

木

登

美

子

（

大

社

）

太

田

江

女

（ 

とど
ノ、

道）回

~ 

プて

道）
雪雪
τ＝ミ
） 

田

（ 
｛ ． 
ノ＼

道）

♂己



落

葉

踏

む

小

さ

な

坂

や

薬

師

堂

落

葉

降

れ

ば

御

目

ま

た

た

く

窟

不

動

ら

で

ん

冬

灯

螺

銅

の

光

る

絵

巻

函

紅

葉

谷

山

茶

花

咲

い

て

濃

く

淡

く

山

荘

の

且
日
小

引

き

締

め

て

冬

椿

山

荘

の

古

井

に

落

葉

時

雨

か

な

御

併

の

思

惟

深

め

て

冬

に

入

る

冬

灯

し

軸

の

達

磨

の

横

脱

み

冬

灯

飛

び

出

し

そ

う

に

猛

虎

の

絵

思

惟

悌

の

の

っ

ぺ

ら

ぼ

う

や

冬

の

賄

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

蒐
古
館

木
幡
山
荘

矢

野

吐

翠

木

幡

冬

馬

糸

川

ふ

み

を

糸

賀

久

屋
大

沢

富原

~ 
τzヨミ

田

き

よ

し

菊

枝

（

斐

坪

内

寂

山

福

村

ミ
サ
子 従秋？マ

／「、

（ 

とど
ノ＼

道）

（ 

,-L--, ーノ＼

道）

（ 

とど
ノ＼

道）

（ 

－一

喰

ノ＼

道）

（出

主E
Z三三
） 

（出

~ 
ヲコミ
'-J 

（斐

J 11 ）｜｜ 

力E

茂）

（
松
江
）



例

ね

釣

瓶

こ

わ

れ

し

ま

ま

や

荘

の

冬

身

に

入

む

や

石

窟

暗

き

不

動

尊

運

の

裸

婦

の

し

世

界

や

冬

清

山

荘

の

石

み

な

仏

落

葉

踏

む

冬

の

日

に

本

陣

の

廊

黒

光

る

庭

下

駄

に

本

陣

の

印

時

雨

け

り

路

地

ご

と

に

鴨

の

湖

あ

り

宿

場

町

町

川

に

汐

の

さ

し

く

る

枯

葎

干

拓

地

荒

涼

と

し

て

冬

の

雨

本

陣

の

煤

け

草

履

や

土

間

寒

し

木
l幡
山
荘

木
幡
山
荘

蒐
古
館

木
幡
山
荘

八
雲
本
陣

八
雲
本
陣

宍
道
湖

宍
道
湖

宍
道
湖

八
雲
本
陣

山

崎

朝

子

林

梨

花

田

中

紀

代

香

江

角

米

子

（

斐

大

津

→ 、

（平

田

（平

田

（ 

ζヒ
ノ＼

道））｜｜ 

（出

ヨ雪
三Z弐
） 

塩

野

邦

江

（

大

東

）

安

達

波

外

（

松

江

）

池

田

都

瑠

女

（

松

江

）

「外乙

立

し
げ
女

坪

内

寂

山

（
大
東
）

力日

十戊）
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神

在

の

鴎

高

舞

ふ

宿

場

町

石

を

切

る

ぷト
＇＂＂、

打

の

音

冴

ゆ

る

来
待
ス
ト
ー
ン
石
の
ト
ン
ネ
ル
そ
ぞ
ろ
寒

猪

石

に

日

の

斑

の

遊

ぶ

小

春

か

な

雨

曝

し

日

曝

し

の

神

落

葉

降

る

雪

し

ザコ

る

庭

心

し

て

歩

か

ね

ば

亀

島

も

鶴

島

も

雪

積

み

に

け

り

山

荘

の

人

の

客

に

焚

く

暖

炉

山

荘

に

鳥

語

の

減

り

て

寒

深

む

足

跡

も

な

き

山

荘

の

冬

紅

葉

宍
道
町

来
待
ス
ト
ー
ン

来
待
ス
ト
ー
ン

石
宮
神
社

石
宮
神
社

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

万

代

紀

子

佐

藤

や

え

子

（

出

園

ふ

み

子

（

平

福

村

ミ
サ
子

浦

京

子

（

出

四（）
（
東
出
雲
）雲）田

（
松
江
）

歪Eτμ ミ
） 

景

山

み

ど

り

（

境

港

）

坂

口

恵

子

（

会

見

）

岡

崎

赤

花

（

松

江

）

佐

藤

や

え

子

（

出

野

津

清

幸

（

松

江

）

雲）



臓

梅

の

香

を

聞

き

た

く

て

遠

ま

わ

り

寒

椿

心

に

し

み

る

暖

さ

力、

名

残

り

雪

溶

け

て

新

た

な

息

吹

き

見

ゆ

忘

れ

井

戸

落

葉

む

か

し

を

聞

き

に

く

る

陶

楊

の

凍

て

は

背

筋

を

の

ぼ

り

け

り

山

荘

~ 

人

の

巾

の

雪

掻

か

れ

風

邪

気

味

に

生

菱

湯

嬉

し

蒐

古

館

生
一
市
目
の
凍
て

つ

ま

づ

く

荘

の

庭

茶

を

す

す

る

音

の

ほ

か

な

き

雪

の

置

風

花

や

わ

が

手

に

乗

り

て

語

り

か

け

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

杉

井

き

み

え

（ 
，－，.吋
」ー
ノ＼

道）

横

田

直

樹

（

広

島

）

神

徳

智

恵

（

東

古
同

木

酔

子

万L

（ 
トム一． 
ノ、、

道）

鷲

野

蘭

生

（

安

来

）

長

谷

川

杜

人

（

安

来

）

糸

賀

雷
再

従

（ 

←上一． 
ノ、、

道）

三杢三
月

木

敏

子

（

斐

川

）

山

本

勲

（ 

>-'-. 
ー」
ノ＼

道）

宅

和

恵

子

（

松

江

）rzg 



冬

木

立

雪

折

が

岩

室

座

像

法

衣

朽

ち

静

寂

や

ぶ

る

吹

月

堂

水

深

く

沈

み

で

も

な

ほ

紅

椿

枝

折

の

突

き

刺

さ

る

ま

ま

池

凍

つ

る

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

木
幡
山
荘

庄

司

徳

三

郎

五

百

川

福

勇

官
同

木

草

央

堀

江

典

子

米

子

rzg 
（ 
，＿，＿守
一」
ノ＼

道）

（ 

とど
ノ＼

道）

加

戊



木
幡
ゆ
八
月
・
藤
原
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池
両
先
生
遺
詠

金

森

柑

子

先

生

近

詠

wsi
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V
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4
l

長

排

除

μ
d
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司

1
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木

幡

吹

月

天

涯

の

ま

ま

で

虚

無

僧

花

火

見

る

秋

の

竹

切

り

て

尺

八

つ

く

ら

ば

や

夜

神

楽

に

つ

か

れ

見

え

来

し

狂

獅

子

木

を

伐

れ

ば

木

の

香

が

た

ち

ぬ

花

曇

秋

風

や

風

土

記

の

湖

に

親

掻

く

真

青

な

る

火

吹

竹

と

り

初

竃

鍬

だ

こ

の

指

を

揃

え

て

吹

初

め

す

あ
ぶ

青

空

に

虻

の

生

ま

る

る

桐

の

花

巨耳



石 J心 白

俳 上十ムー’ 魚
火

池 の

日 ま
亀 Tこ

の
を た

台、
遊

台、

げ ぬ
ば 灯

ま
せ

と
ぶ、 ま

し 水 た

穴 涼
Tこ
く

惑 し 灯

藤

原

杏

竹 池

の

葉

雨

の

i!G 
み

入

る

月
iJ、

な

天

神

を

祭

る

〉回

'-

の

里

探

梅

行

色

鳥

の

羽

t土

征

矢

の

迅

さ

台、

な

IZE 
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数

へ

日

の

雨

に

せ

か

れ

し

庭

を

掃

く

金

森

柑

子

跳
釣
瓶
上
が
り
し
ま
t
A

に
木
の
葉
降
る

山

荘

に

寺

苑

の

名

残

り

古

椿

山

荘

の

木

の

間

に

湖

や

鳥

曇

流

れ

ゆ

く

雲

よ

り

紅

葉

且

つ

散

れ

り

甲

羅

干

す

亀

に

浮

き

寄

り

落

椿

四
五



蒐
古
館
・
木
幡
山
荘
投
句
年
表

昭
和
臼
年

3
月

昭
和
臼
年

3
月

平
成
一
万
年

平
成
2
年

3
月

3
月

12 9 3 
月 月 月

第
1
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
l
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
幻
日
）

第
2
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
3
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
4
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
2
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
紅
白
）

第
5
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
6
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
7
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
8
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
3
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
却
日
）

第
9
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
刊
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
ロ
回
木
幡
山
荘
投
句
籍
選
句

第
4
田
吹
月
忌
俳
句
会
（
剖
日
）

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

3 
月

6 
月

12 9 
月月

3 
月

3 
月

6 
月

12 9 
月月

6 
月

9 
月

平
成
3
年

3
月

3
月

6
月

平
成
4
年

3
月

平
成
5
年

3
月

平
成
6
年

3
月

12 
月

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
凶
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
5
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
お
日
）

第
口
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
四
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
初
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
6
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
白
日
）

第
れ
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
辺
国
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
幻
回
木
幡
山
荘
投
勾
箱
選
句

第
剖
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
7
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
白
日
）

第
出
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
羽
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
幻
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
お
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
8
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
幻
白
）

12 9 
月月

3 
月

6
月

12 9 
月月月月

12 9 
月 月

3 
月

四
六



平
成

7
年

3
月

平
成
8 
年

3 12 11 9 
月月月月

9
月

日
月

ロ
月

平
成
9
年

3

月
3
月

6 
月

第
刊
山
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
初
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
1
回
も
み
ぢ
俳
句
会
（
日
日
）

第
乱
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
ロ
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
9
田
吹
月
忌
俳
句
会
（
日
日
）

第
お
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
川
崎
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
2
回
も
み
、
ち
俳
句
会
（
日
日
）

第
日
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
初
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
叩
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
白
日
）

第
訂
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
諸
国
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
3
回
も
み
ぢ
俳
句
会
（
刊
日
）

第
ぬ
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
判
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
日
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
お
日
）

第
引
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
必
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
4
回
も
み
ぢ
俳
句
会
（
同
日
）

12 11 9 
月月月月

6
月

3 
月

6 
月

6 
月

11 9 
月月

平
成
10 
年

3 12 
月月

平
成
日
年

3
月

平
成
ロ
年

3
月

3
月

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
籍
選
句

第
叫
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
は
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
幻
日
）

第
羽
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
羽
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
、
選
句

第
5
回
も
み
ぢ
俳
句
会
（
日
日
）

第
幻
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
羽
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
、
選
句

第
は
回
吹
月
忌
俳
句
会
（
泣
日
）

第
羽
田
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
l
回
新
緑
俳
句
会
（
四
日
）

第
6
回
も
み
ぢ
俳
句
会
（
日
日
）

第
叩
回
木
幡
山
荘
投
勾
箱
選
句

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
日
田
吹
月
忌
俳
句
会
（
日
日
）

第
臼
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

第
2
回
新
緑
俳
句
会
（
凶
日
）

第
7
回
も
み
ぢ
俳
句
会
（
ロ
日
）

第
日
回
木
幡
山
荘
投
句
箱
選
句

6 
月

12 11 9 
月月月

3 
月月

12 11 6 
月月月

3
月

6 
月

6
月

日
月

ロ
月

立且
七三
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編

集

後

記

昭
和
六
一
年
一

O
月
、
蒐
古
館
の
開
館
に
併
せ
、
隣
接
の
木
幡
山
立
も
修
復
、
開
放
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
俳
句
に
造
詣

の
深
か
っ
た
木
幡
吹
月
先
生
（
昭
和
五
八
年
一
一
一
月
、
投
）
の
遺
徳
を
偲
ぶ
と
と
も
に
、
俳
句
を
通
し
て
山
荘
を
再
発
見
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
の
思
い
を
込
め
て
、
山
本
勲
氏
（
初
代
蒐
古
館
館
長
）
を
中
心
に
、
小
林
湖
村
、
糸
賀
雲
従
、
木
幡
鷺
城
、
目
次
翠
泉
等
の
諸
氏
が

世
話
役
と
な
り
山
荘
と
蒐
古
館
に
投
句
箱
が
設
置
さ
れ
、
ま
た
、
吹
月
先
生
の
ご
命
日
に
ち
な
ん
だ
吹
月
忌
俳
句
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
も
み
ぢ
俳
句
会
（
一
一
月
）
、
新
緑
俳
句
会
、
（
五
、
六
月
）
が
発
足
し
、
吹
月
忌
俳
句
会
、
山
荘
投
句
箱
と
あ
わ
せ
各
地
各

方
面
か
ら
俳
句
同
好
会
の
方
々
、
一
般
の
方
々
の
ご
参
集
を
い
た
だ
き
、
蒐
古
館
、
木
幡
山
荘
で
の
投
旬
、
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

選
者
に
は
藤
原
杏
池
先
生
を
お
迎
え
し
て
ご
教
示
を
い
た
だ
き
、
お
退
き
に
な
ら
れ
て
か
ら
は
金
森
柑
子
先
生
に
引
き
続
き
ご
教
示
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
度
、
第
一
五
凹
吹
月
思
俳
句
会
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
こ
れ
ま
で
蒐
古
館
、
山
荘
で
の
投
句
約
三
万
句
の
う
ち
、
秀
句
四

0
0を
選
び
広
く
紹
介
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
文
化
活
動
の
一
環
と
な
れ
ば
幸
い
で
す
。
意
の
あ
る
と
こ
ろ
を
お
汲
み
と
り
い
た
だ

き
、
ご
高
覧
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
木
幡
山
荘
も
年
々
歳
々
色
々
の
姿
、
形
を
見
せ
、
一
年
三
六
五
景
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆

様
の
新
し
い
発
見
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
し
、
ご
来
駕
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

吹
月
先
生
の
ご
生
前
に
は
編
者
の
属
す
る
宍
道
俳
句
会
に
も
ご
出
席
い
た
だ
き
、
句
会
の
際
に
は
い
つ
も
笑
顔
で
冗
談
を
交
え
な
が
ら

こ
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
時
の
宍
道
俳
句
会
に
は
糸
川
露
泉
、
藤
原
柔
雲
、
糸
川
柳
水
、
糸
賀
雲
従
、
木
幡
鷺
城
、
田
中
碧
泉
、

小
林
湖
村
、
五
百
川
福
勇
、
松
本
村
童
の
諸
氏
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
互
選
で
吹
月
先
生
の
句
が
最
高
得
点
の
時
に
は
相
好
を
崩
し

て
お
喜
び
に
な
っ
た
姿
が
昨
日
の
よ
う
に
懐
か
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
一
五
年
に
わ
た
っ
て
ご
指
導
を
賜
っ
た
木
幡
修
介
理
事
長
、
歴
代
蒐
古
館
館
長
、
句
会
や
投
句
箱
を
通
し
て

お
世
話
い
た
だ
い
た
宍
道
俳
句
会
会
員
の
皆
さ
ん
、
蒐
古
館
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
三
年
一
一
一
月

編
集
委
員

伊 糸

藤 賀

一什－ ~ ノ＼－ ere三ミ

子 従

杉 小

井 林

き湖
み
え村

糸

川

ふ

み

を
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